
















訂正箇所 誤 正 
24頁 4行目 気づいているのが 気づいているのだが










Cantonese Speakers as a result of Migrating
to a Multicultural Society:
A Case Study of Australian Hong Kong 
Migrants of Three Generations
Sau Kuen FAN
This paper aims to address the problem of language management among 
migrants whose native language is beyond the target of language 
planning and / or related language policies in a multicultural society. This 
observation is based on the fact that in the case of Cantonese speaking 
Hong Kong migrants in Australia, for example, in addition to managing 
the host language （e.g. acquisition of English literacy） and their 
community language （e.g. maintenance of Cantonese as heritage 
language）, they also face problems for the management of the offi cially 
recognized Chinese variety due to the infl ux of migrants from Mainland 
China in recent years. On the basis of offi cial statistics data provided by 
the Australia government and language biographies of three generations 
in a Cantonese speaking Hong Kong migrant family, the study suggests 
that informants in all three generations confronted signifi cant problems 
regarding the use of spoken Chinese （i.e. Mandarin） and written Chinese 









社会に至った（Australian Bureau of Statistics, 2016）。オーストラリア移民









の議論（e.g. lo Bianco, 1987; Dawkins, 1990）や LOTEs （Languages other 
than English）2） に対する実態調査（e.g. Marriottほか、1994）など、言語面
から多文化主義政策を検証し、具体化していったと言える3）。de Bot & 
























オーストラリアでは、 建国直後の 1911年以来、Australian Bureau of 
Statistics（ABS、オーストラリア統計局）によって 5年ごとに「人口および






データに基づいて整理した「Origins: Immigrant communities in Victoria」
という資料からは、香港出身者の人口は、 1871年 63人、 1881年 20人、
1891年 7人、1901年 50人、1911年 78人であったことがわかる。





















（Australian Social Trends, 1994）。また、別な政府機関の資料では、1984年
から 1996年までの間に、オーストラリアは 75,480人もの香港人を定住者

































国勢調査年 1986年 1996年 2011年
平均年齢 30歳 33歳 42歳
人口 6119人 15377人 18069人
男女比 50％ / 50％ 49％ / 51％ 48％ / 52％
家庭言語
諸中国語 5,290 広東語 13,423 広東語 15,156
英語 834 英語 1,199 英語 1,998
ベトナム語 65 ベトナム語 400 ベトナム語 421
指定なし 41 中国語 290 北京語 342
ポルトガル語 26 北京語 138 指定なし 54
ゲール語 19 指定なし 58 ネパール語 33
イタリア語 14 他の言語 24 日本語 25
ウルドゥ語 13 日本語 12 ドイツ語 14
















の政府機関の「移住、 多文化、 人口研究所」（Bureau of Immigration, 







































































香港は 1997年 7月 1日に約 150年ぶりにイギリスから中華人民共和国
に返還され、政治的にイギリスの植民地から中華人民共和国の特別行政区
に変わったが、「香港特別行政区基本法」（略： 基本法、英語： Basic Law 
























1991 1996 2001 2006 2011
北京語を通常言語とし
て使用する市民の割合
1.1％ 1.1％ 0.9％ 0.9％ 1.4％
北京語が話せると自己
評価した市民の割合





























































北京語放送： qing buyao kaojin chemen（中文表記：「請不要靠近車門。」）
英語放送：  /plíːz/ /stˈænd/ /bæk/ /frˈɔm/ /ðə/ /dɔ rz/（英文表記：Please stand 
back from the doors.）















































年齢 90代 50代 20代
性別 男 男 男
出生地 中国広東省 香港 オーストラリア
職業 退職 地元会社専門職 大学生
配偶者 香港人（同居） 香港人（同居） 未婚
オーストラリア
滞在歴








英文 ほとんどゼロ 上級 母語
「三語」
能力
広東語 母語、家庭言語 母語、家庭言語 家庭言語






ドイツ語 ― ― 初級（小学校LOTE）






























































































































































































































































































































































止法（Racial Discrimination Act 1975）の制定などを通して多文化主義政策が本
格的に始まった。







 5） 例、 駐香港オーストラリア総領事館（Australian Consulate General, Hong 
Kong）の資料によると、1980の後半に入り、移民申請の件数が急増し、1989年
度の 14,029件、1990年度の 11,414件でピークをマークし、市民の不安が伺え
る（参照： Chan & Postiglione 2016）。
 6） 同じ規模の移民グループは韓国（74,538）、 レバノン（76,451）、 オランダ
（76,047）とアメリカ（77,010）がある（Commonwealth of Australia, 2014）。
 7） 2016 年 5 月 21 日現在のオーストラリアの人口（24,080,190 人）である
（Australia Bureau of Statistics: Population Clockによる）。
 8） 「該当外」（Not applicable）（20,855）を除くと、 専門職（3,966）、 行政職
（1,330）、 一般事務職（3,339）であった（Museum Victoria Australia, Origins: 
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